
喜
び
で
あ
っ
た
。
時
十
一
月
十
七
日
、
船
は
一
路
祖
国
日
本
舞

鶴
港
へ
と
進
む
。

広
大
な
日
本
海
水
平
線
を
遙
か
に
望
む
甲
板
上
を
強
く
踏
み

し
め
、
生
還
の
無
事
を
ど
こ
と
な
く
手
を
合
わ
す
。
十
一
月
二

十
日
、
長
か
っ
た
望
郷
三
年
三
か
月
、
い
よ
い
よ
祖
国
が
か
す

か
に
見
え
始
め
た
。
懐
か
し
い
日
本
だ
、
島
が
見
え
る
と
い
う

声
が
響
く
の
だ
っ
た
。

栄
豊
丸
は
山
合
い
を
く
ね
る
よ
う
に
舞
鶴
湾
へ
引
き
寄
せ
ら

れ
て
行
く
。
両
岸
山
々
に
秋
深
く
秋
独
特
の
色
彩
に
染
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
さ
に
日
本
国
だ
け
に
見
ら
れ
る
景
色
で
あ
ろ
う
。

シ
ベ
リ
ア
で
は
四
季
の
区
別
は
な
く
、
夏
冬
だ
け
を
動
物
が
知

る
の
み
で
あ
る
。
景
色
と
い
っ
て
も
ぱ
っ
と
し
な
か
っ
た
よ
う

だ
。さ
あ
、
上
陸
だ
。
歓
喜
と
安
堵
と
万
感
こ
も
ご
も
の
中
に
、

自
分
だ
け
が
こ
れ
で
よ
い
の
か
と
急
転
す
る
。

そ
れ
は
イ
マ
ン
の
地
で
、
日
夜
生
死
と
も
に
交
わ
っ
た
朋
友

や
儀
牲
者
に
対
し
て
ご
冥
福
を
祈
ら
ず
に
は
お
ら
れ
な
か
っ
た

…
…
合
掌
す
る
。

な
お
、
残
留
と
な
っ
た
星
君
に
対
し
て
は
す
ま
ぬ
毎
日
だ
っ

た
が
、

幸
い
に
星
君
は
二
十
四
年
の
暮
れ
に
無
事
帰
還
さ
れ
た
。

ふ
る
さ
と
で
の
再
会
、
幾
度
と
な
く
感
激
の
握
手
、
相
互
喜
び

合
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
労
苦
調
査
　 

京
都
府
　
久
保
田
清
蔵
　 

昭
和
二
十
五
年
四
月
召
集
令
書
受
け
る
。
京
都
師
団
歩
兵
九

連
隊
へ
入
隊
。（
甲
種
合
格
第
二
国
民
兵
役
で
初
年
兵
三
十
七

歳
で
入
隊
）

。
四
月
二
十
日
京
都
よ
り
移
動（
北
朝
鮮
平
壌
歩

兵
二
四
二
部
隊
編
入
）
毎
日
猛
訓
練
が
続
く
。

ソ
連
軍
参
戦
満
州
へ
襲
来
。
二
十
年
八
月
十
五
日
終
戦
。
鮮

内
召
集
兵
は
即
時
解
除
。
帰
宅
す
。
隊
長
命
令
に
よ
り
兵
隊
は

早
く
帰
国
で
き
る
か
ら
、

自
由
行
動
を
と
る
な
と
禁
じ
ら
れ
る
。

八
月
十
八
日
ま
で
鉄
道
は
一
日
数
本
南
朝
鮮
へ
運
行
し
て
い

た
。

自
分
た
ち
も
脱
走
し
て
汽
車
に
乗
れ
ば
早
く
帰
国
で
き
た
。

当
時
は
そ
ん
な
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
八
月
二
十
日
中

に
三
合
里
（
平
壌
部
隊
の
演
習
場
）
に
集
合
命
令
。
軍
服
衣
類



（
皆
新
品
）
食
糧
（
米
、
缶
詰
、
乾
パ
ン
、
砂
糖
、
塩
、
よ
う

か
ん
）
持
て
る
だ
け
多
く
持
参
せ
よ
と
の
こ
と
。
兵
営
内
の
武

器
食
糧
な
ど
を
戦
略
物
資
と
し
て
全
部
ソ
連
軍
が
徴
発
す
る
か

ら
。
三
十
八
度
線
が
閉
止
（
八
月
二
十
日
）
の
た
め
満
州
（
東

北
、
及
び
北
朝
鮮
）
よ
り
汽
車
で
南
下
の
人
々
は
平
壌
駅
で
下

車
さ
せ
ら
れ
三
合
里
の
収
容
所
へ
抑
留
さ
れ
る
。
広
大
な
丘
陵

も
毎
日
数
百
人
の
一
般
人
で
満
員
に
な
り
、
テ
ン
ト
生
活
で
に

ぎ
わ
う
。
初
め
携
行
食
を
食
べ
て
い
た
が
、
だ
ん
だ
ん
少
な
く
、

配
給
な
く
心
細
く
な
る
。
自
分
の
部
隊
は
九
月
末
に
東
京
ダ
モ

イ
（
帰
国
）

。
平
壌
駅
よ
り
貨
車
で
出
発
、
北
朝
鮮
興
南
着
。

元
日
本
窒
素
会
社
の
社
宅
に
入
る
。
こ
こ
で
船
の
来
る
の
を
待

ち
、
帰
国
さ
す
と
ソ
連
兵
が
言
う
。
こ
の
間
、
毎
日
駅
へ
行
き

戦
略
物
資
を
ソ
連
領
へ
輸
送
、
貨
車
に
積
み
込
み
作
業
を
す
る

重
労
働
で
、
病
弱
な
人
は
衰
弱
し
て
苦
痛
の
よ
う
だ
。
こ
こ
へ

来
て
食
糧
の
配
給
は
少
な
い
が
、
毎
日
あ
る
。

二
十
一
年
一
月
三
日
、
入
船
し
た
か
ら
東
京
ダ
モ
イ
だ
。
皆

喜
ん
で
乗
船
。
三
日
後
の
朝
ナ
ホ
ト
カ
に
入
港
。
驚
い
た
。
海

は
厚
く
氷
結
し
て
お
り
、
向
こ
う
の
丘
に
小
さ
く
人
影
が
動
い

て
い
る
。
よ
く
見
る
と
日
本
兵
だ
。
三
々
五
々
集
ま
っ
て
何
か

作
業
を
し
て
い
る
。
ダ
モ
イ
ど
こ
ろ
か
自
分
た
ち
も
こ
こ
で
労

働
さ
せ
ら
れ
る
と
思
う
。
午
後
下
船
、
町
中
を
行
進
。
ど
こ
と

も
な
く
日
本
兵
が
現
わ
れ
て
通
っ
て
い
く
。
話
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
歩
■
が
付
い
て
い
る
か
ら
。
夕
方
駅
に
着
き
貨
車

に
乗
る
が
、
寒
く
て
凍
る
よ
う
だ
。
貨
車
の
板
を
破
っ
て
た
き

火
を
す
る
。
生
米
を
か
ん
で
空
腹
を
し
の
ぐ
。
朝
方
貨
車
は
出

発
、
停
ま
っ
て
は
行
き
、
行
っ
て
は
停
ま
る
。
着
い
た
と
こ
ろ

は
石
炭
鉱
だ
っ
た
。
こ
こ
で
野
宿
す
る
。
苦
労
の
始
ま
り
。

こ
こ
は
露
天
掘
り
の
炭
鉱
で
、
日
本
兵
が
大
勢
い
た
。
歩
■

は
日
本
兵
と
話
を
さ
せ
な
い
。
自
分
た
ち
も
こ
の
よ
う
に
悲
惨

な
重
労
働
を
す
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
い
つ
帰
国
か
、
心
細
い
。

翌
朝
零
下
二
十
度
の
こ
の
町
で
悲
惨
な
も
の
を
見
た
。
日
本
兵

の
冷
凍
に
な
っ
た
遺
体
四
十
五
体
ほ
ど
そ
り
に
積
ん
で
ど
こ
か

へ
埋
葬
す
る
の
か
通
っ
て
行
っ
た
。
悲
惨
な
光
景
を
見
て
心
細

く
思
う
。
こ
の
日
、
丸
一
日
か
か
り
で
雪
の
荒
野
を
、
ま
た
森

林
を
行
進
。
小
休
止
の
と
き
寝
る
な
と
注
意
を
受
け
る
。
寝
る

と
凍
死
す
る
か
ら
。
夕
方
重
い
足
を
引
っ
張
っ
て
ス
ー
チ
ャ
ン

地
区
第
十
一
収
容
所
に
着
く
。
こ
こ
で
も
ま
た
悲
惨
な
光
景
を

見
る
。
や
せ
て
骨
と
皮
、
足
も
細
く
幽
霊
が
歩
く
よ
う
だ
。
去



年
の
秋
に
元
山
航
空
隊
か
ら
来
た
と
の
こ
と
。
終
戦
間
も
な
く

食
糧
も
少
な
い
た
め
先
着
の
部
隊
は
悲
惨
だ
っ
た
。
こ
の
日
か

ら
こ
の
収
容
生
活
が
始
ま
る
。
翌
朝
夜
が
明
け
ぬ
暗
い
中
起
床

（
午
前
六
時
前
）

、
朝
食（
薄
い
雑
炊
と
黒
パ
ン
少
々
）

、
食
糧

が
少
な
い
の
で
労
働
が
で
き
ぬ
。
つ
ら
い
の
は
朝
の
作
業
に
行

く
と
き
、
兵
哨
が
人
員
の
点
呼
で
二
列
に
並
ん
で
、
時
間
が
た

っ
て
一
番
の
苦
痛
。
酷
寒
時
手
足
が
し
び
れ
て
痛
い
。
今
日
の

作
業
は
鉄
道
建
設
に
行
く
。
地
面
が
冷
え
て
堅
い
か
ら
な
か
な

か
掘
れ
な
い
。
作
業
終
わ
る
前
に
森
林
で
生
木
を
切
っ
て
き
て
、

明
日
掘
る
と
こ
ろ
を
た
き
火
で
暖
め
て
帰
る
。（
生
木
で
も
油

を
か
け
れ
ば
よ
く
燃
え
る
）
こ
の
収
容
所
に
来
て
か
ら
京
都
及

び
平
壌
の
同
年
兵
ど
も
、
別
々
の
仕
事
に
つ
く
。
食
糧
が
少
な

く
栄
養
失
調
者
が
増
す
。
余
病
が
出
て
医
務
室
の
ベ
ッ
ト
十
床

ほ
ど
い
つ
も
満
床
。
重
症
者
は
ト
ラ
ッ
ク
の
便
が
あ
れ
ば
町
の

病
院
へ
転
送
。
だ
れ
か
が
死
亡
し
た
と
の
話
を
聞
く
。
こ
の
収

容
所
で
も
下
痢
患
者
が
出
て
、
三
人
余
死
亡
す
る
。
医
務
室
に

は
よ
い
薬
が
な
く
、
病
気
に
な
っ
た
ら
治
ら
な
い
。
私
も
一
度

雑
役
三
人
で
、
何
県
の
だ
れ
と
も
わ
か
ら
ぬ
人
、
肉
親
の
夢
を

見
て
無
念
の
思
い
で
死
亡
し
た
人
を
穴
を
掘
り
埋
葬
し
た
。
鉄

道
建
設
の
仕
事
を
三
か
月
ほ
ど
す
る
。

暖
か
く
な
る
こ
ろ
、
二
十
余
人
農
耕
隊
と
し
て
収
容
所
全
員

の
食
糧
自
給
自
足
の
た
め
、
農
作
業
に
行
く
。
歩
■
と
も
顔
な

じ
み
に
な
り
、
今
ま
で
の
よ
う
に
口
や
か
ま
し
く
、
ダ
バ
イ
、

ダ
バ
イ
と
言
わ
な
く
な
っ
た
。
初
め
て
の
農
作
業
で
苦
労
す
る
。

大
陸
の
夏
は
、
太
陽
の
光
線
が
強
く
気
温
が
高
く
、
作
業
も
長

続
が
で
き
ず
、
木
影
で
の
休
憩
が
多
い
。
農
作
業
の
合
い
間
に

後
続
の
部
隊
の
た
め
三
十
余
人
の
宿
泊
所
を
新
築
す
る
。
日
本

の
山
小
屋
の
よ
う
に
丸
太
を
組
み
上
げ
二
十
日
間
で
出
来
上
が

り
。
ソ
連
の
将
校
よ
り
喜
ば
れ
た
。
収
穫
前
の
八
月
末
、
先
の

収
容
所
に
帰
る
。
私
た
ち
留
守
中
に
収
容
所
内
に
日
本
式
の
立

派
な
浴
場
が
で
き
て
驚
い
た
。
今
ま
で
月
二
回
ほ
ど
ソ
連
式
の

（
小
屋
の
中
へ
石
を
積
み
上
げ
熱
く
焼
い
て
水
を
か
け
小
屋
中

蒸
し
暑
く
す
る
。

）
蒸
し
風
呂
に
入
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
か

ら
週
一
回
入
れ
る
と
の
こ
と
、
健
康
も
よ
く
な
り
喜
ば
し
い
。

九
月
初
め
に
伐
採
の
作
業
に
変
わ
る
。
九
月
に
な
る
と
朝
晩

冷
え
込
む
。
道
路
も
凍
り
つ
く
。
二
度
目
の
冬
の
時
節
に
入
る
。

二
人
一
組
に
な
っ
て
二
人
用
の
大
き
い
鋸
で
大
木
（
四
人
ほ
ど

で
抱
え
る
）
を
二
人
で
切
る
。（
一
日
の
ノ
ル
マ
二
本
以
上
）



切
る
と
黒
パ
ン
の
持
配
が
当
た
る
。

十
月
初
め
に
は
雪
が
降
る
。

こ
こ
の
雪
は
小
さ
く
サ
ラ
サ
ラ
し
て
解
け
な
い
。
毎
日
降
る
か

ら
低
地
で
雪
だ
ま
り
に
な
り
、
風
が
吹
く
と
雪
が
暴
風
雨
の
よ

う
に
舞
い
上
が
り
、
五
十
メ
ー
ト
ル
先
視
界
は
見
え
な
い
。
こ

の
よ
う
に
よ
く
暴
れ
る
降
雪
後
の
作
業
は
つ
ら
い
。
腰
ま
で
つ

か
っ
て
仕
事
を
す
る
。
木
を
切
っ
て
倒
す
と
き
、
倒
す
方
面
の

人
員
に
待
避
を
伝
え
る
、
大
木
が
倒
れ
る
と
き
は
周
囲
の
木
の

枝
を
は
ね
て
危
険
だ
。

十
二
月
初
め
ご
ろ
、
伐
採
の
作
業
か
ら
材
木
の
ト
ラ
ッ
ク
積

み
込
み
作
業
に
変
わ
る
。
こ
の
仕
事
は
危
険
だ
。
ト
ラ
ッ
ク
の

片
側
、
前
方
と
後
方
に
丸
太
を
か
け
数
人
で
回
し
な
が
ら
押
し

上
げ
る
。
材
木
の
置
き
場
が
林
道
の
近
く
だ
と
い
い
が
遠
い
と

骨
が
折
れ
る
。
こ
の
仕
事
の
ノ
ル
マ
午
前
一
回
午
後
一
回
の
積

み
込
み
。
日
に
二
、
三
回
の
と
き
も
あ
り
、
最
高
に
ノ
ル
マ
を

上
げ
る
。
所
長
は
い
つ
も
我
が
班
を
賞
し
て
い
た
。
班
長
は
鼻

高
だ
っ
た
。
正
月
近
く
に
な
り
正
月
休
み
が
話
題
に
な
る
。
食

糧
も
大
分
よ
く
な
り
、
栄
養
失
調
患
者
も
よ
く
な
っ
て
病
院
よ

り
帰
っ
て
く
る
。
酒
、
甘
い
も
の
、
自
分
の
好
物
を
話
し
合
っ

て
毎
日
に
ぎ
や
か
に
元
気
よ
く
働
い
て
い
る
我
が
班
は
、
相
変

わ
ら
ず
積
み
込
み
作
業
で
ノ
ル
マ
を
上
げ
て
い
る
。
二
十
二
年

四
月
末
日
に
何
の
通
知
も
な
く
作
業
が
休
み
に
な
る
。
我
が
班

だ
け
で
気
味
が
悪
く
な
る
。

暖
か
く
な
り
、
収
容
所
内
を
毎
日
掃
除
す
る
。
帰
国
の
ニ
ュ

ー
ス
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
ほ
か
の
収
容
所
が
、
ま
た
病
院
船
が

帰
っ
た
と
話
に
花
が
咲
く
。
十
日
こ
ろ
に
我
が
班
全
員
荷
物
を

持
っ
て
集
合
、
や
は
り
帰
国
だ
。
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
だ
。

整
列
し
て
い
る
と
京
都
召
集
以
来
の
友
人
中
野
君
だ
。
こ
れ
か

ら
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
へ
作
業
に
行
く
と
の
こ
と
。
先
に
帰
国

す
る
た
め
、
中
野
君
の
伝
言
を
家
へ
伝
え
る
を
約
す
。
ト
ラ
ッ

ク
が
物
資
を
降
ろ
し
た
後
乗
車
す
る
。
来
る
と
き
は
こ
の
山
奥

の
収
容
所
へ
歩
い
て
き
た
が
、
今
こ
の
よ
う
に
車
で
送
っ
て
も

ら
う
と
は
感
無
量
だ
。

夕
方
ナ
ホ
ト
カ
の
町
に
着
く
。
翌
日
、
町
中
を
見
回
す
。
二

年
前
よ
り
大
分
変
わ
っ
て
い
た
。
前
は
惨
々
た
る
漁
港
だ
っ
た

が
今
は
見
違
え
る
よ
う
に
立
派
で
整
備
さ
れ
た
港
。
大
き
い
倉

庫
が
何
棟
も
建
っ
て
い
る
。

桟
橋
も
立
派
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
。

大
き
い
汽
船
が
何
隻
も
入
港
し
て
い
た
。
初
め
て
来
た
と
き
見

た
向
こ
う
の
丘
の
上
に
は
家
が
た
く
さ
ん
建
っ
て
い
た
。
こ
の



と
こ
ろ
に
き
て
本
当
に
帰
国
で
き
る
の
か
と
危
倶
を
生
ず
る
。

日
本
人
で
あ
り
な
が
ら
ソ
連
軍
の
手
先
の
よ
う
に
な
り
、
我
々

の
何
を
調
べ
る
の
か
、
荷
物
か
ら
言
動
の
検
査
か
ら
、
何
の
理

由
か
わ
か
ら
ず
こ
の
調
査
が
通
ら
ず
、
こ
こ
よ
り
返
さ
れ
帰
国

で
き
な
い
人
も
い
た
。
ソ
連
軍
の
教
育
を
受
け
た
人
物
が
、
ソ

連
軍
の
事
務
を
し
て
い
た
。
明
日
乗
船
出
来
る
由
、
今
晩
は
よ

い
夢
を
見
た
い
。
さ
あ
、
帰
国
乗
船
。

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
の
思
い
出
　 

大
阪
府
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禄
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強
制
抑
留
最
初
の
年
は
チ
タ
州
カ
ル
イ
ム
ス
カ
ヤ
駅
と
い
っ

て
も
民
家
も
な
く
、
駅
の
ホ
ー
ム
さ
え
な
い
線
路
上
に
下
車
さ

せ
ら
れ
、
吹
雪
の
降
る
山
道
を
約
十
五
キ
ロ
登
っ
た
シ
ラ
カ
バ

の
密
林
で
伐
採
と
そ
り
運
搬
に
従
事
し
て
、
多
く
の
同
士
を
極

寒
と
飢
え
の
闘
い
で
亡
く
し
た
の
だ
が
、
二
年
目
の
春
、
ダ
モ

イ
、
ダ
モ
イ
と
列
車
は
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
駅
に
着
い
た
。
さ
す
が

に
街
で
あ
る
。
私
は
こ
の
街
で
転
々
と
変
わ
っ
た
ラ
ー
ゲ
ル
に

収
容
さ
せ
ら
れ
た
。
一
夜
明
け
る
と
原
野
を
港
湾
労
働
者
を
満

載
し
た
ト
ラ
ッ
ク
が
も
う
も
う
た
る
砂
塵
を
巻
き
上
げ
な
が

ら
、
工
場
の
方
へ
ば
く
進
す
る
。
歩
い
て
い
る
労
働
者
は
、
手

を
上
げ
さ
え
す
れ
ば
車
は
急
停
車
し
て
快
く
便
乗
さ
せ
る
。
さ

す
が
は
共
産
国
だ
と
思
っ
た
。
乗
用
車
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。

女
た
ち
も
平
気
で
畑
の
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
の
野
菜
を
も
ぎ
取

っ
て
は
ほ
お
ば
り
な
が
ら
同
じ
方
向
に
歩
い
て
い
る
。
後
ろ
か

ら
ト
ラ
ッ
ク
が
来
れ
ば
、

や
は
り
手
を
上
げ
て
便
乗
し
て
行
く
。

何
か
活
気
あ
ふ
れ
た
別
社
会
を
見
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

よ
さ
そ
う
な
中
年
男
が
待
っ
て
い
て
「
お
れ
は
こ
の
小
屋
の

責
任
者
だ
。
お
前
た
ち
三
人
で
小
屋
の
中
に
あ
る
れ
ん
が
を
積

み
上
げ
、
ま
ず
パ
ン
焼
き
窯
を
つ
く
っ
て
く
れ
」
と
、
そ
の
設

計
図
を
見
せ
て
く
れ
た
。
な
る
ほ
ど
三
人
で
パ
ン
工
場
を
つ
く

れ
と
い
う
の
か
。
ヨ
ー
シ
よ
い
仕
事
に
あ
り
つ
け
た
と
考
え
、

気
合
い
を
か
け
て
五
日
間
で
こ
の
窯
を
仕
上
げ
て
や
っ
た
。
男

は
よ
ほ
ど
気
を
よ
く
し
た
ら
し
く
て
、
我
々
の
隊
長
に
面
会
を

求
め
、

続
い
て
三
人
を
パ
ン
製
造
工
に
さ
せ
た
い
旨
申
し
出
た
。

隊
長
即
刻
承
諾
し
た
ら
し
く
、
三
人
は
当
分
の
間
、
パ
ン
工
場

に
出
向
勤
務
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。




